
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐阜県立不破高等学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月９日（火） 

実 施 概 要 
  

 

①� 公開授業（自由に授業を参観していただいた） 

 

②� 参加型授業（地域の方・地元中学生・保護者に生徒といっしょ 
       に授業に参加していただいた） 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  自然   歴史   文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  授業公開 □成果発表 交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者            ２７   人   
    計     ４２   人 

地域関係者            １５   人 

実 施 状 況 
 

１  保護者による豚汁準備。（１～３限） 

２ 昼食 

    保護者が調理した豚汁を食べる。 

３ 授業参観（４限） 

     公開授業とし，地域の方･地元中学生･保護者に参観していただいた。 

５  参加型授業（５限） 

     地域の方や保護者に生徒と一緒に授業に参加していただいた。 

     内容 

       ・ふるさとのことば(方言)を味わおう（国語） 

    ・江戸時代のみのと飛騨（地歴） 

    ・ハノイの塔を攻略しよう（数学） 

       ・葉脈標本でしおりを作ろう（理科） 

       ・筋力トレーニング（保体） 

    ・沖縄の三線を弾こう（音楽） 

    ・英語でＢＩＮＧＯ！（英語） 

    ・高齢者疑似体験をしよう（家庭） 

    ・画像処理を体験しよう（情報） 

成果及び課題 
  

     

 ＰＴＡ役員を中心に保護者に豚汁を作っていただき、保護者同士、保護

者と職員のコミュニケーションが図れた。 

 地域へのＰＲとして保護者だけでなく、町の広報誌、地域の回覧板、ホ

ームページを通じて広報した。さらに土曜日に開催していることを生かし

て不破郡内の４校の中学校にも案内をして、参加を呼びかけた。しかし、

参加者数は昨年度より減少した。 

 参加していただいた保護者、地域の方々には好意的な感想をいただき、

参加型授業も楽しんで活動し、生徒とも親しく交流できた。 

 
 
 


